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応用数学 I

練習問題２（レポートではありません）

　講義では詳しく述べておりませんが，行列式に関する基本的な定理が含まれております。

1. n次行列 AAAが正則であるとき，AAAの逆行列とよばれる n次行列 AAA−1 が一意に定まり，

AAAAAA−1 = AAA−1AAA = III

を満たす。この式を用いて |AAA−1|= |AAA|−1 を示せ。

2. 次の (1)から (7)の各命題が成り立つのは，n次行列 AAAがどのような条件のときであるか。あてはまる

条件を，下の (a)，(b)，(c)の中から選べ。

（1）逆行列 AAA−1 が存在する。

（2）n次正則行列 PPPに対して，(PPP−1AAAPPP)k = PPP−1AAAkPPPが成り立つ。ただし，AAAk = AAAAAA · · ·AAA（k個）．

（3）| tAAA|= 0である。

（4）n次正則行列 PPPに対して，|PPPAAA|= |AAA| |PPP|が成り立つ。
（5）連立１次方程式 AAAxxx = bbbは，rank [AAA bbb ] = rank AAAのときにのみ解をもつ。

（6）同次連立１次方程式 AAAxxx = 000は，自明な解のみをもつ。

（7）AAAを n次正則行列 PPPを用いて階段行列 BBB = PPPAAAに変形したとき，|BBB|= 0である。

【行列 AAAの条件】

　 (a)命題は，任意の正則行列 AAAに対して成り立つ。

　 (b)命題は，任意の非正則行列 AAAに対して成り立つ。

　 (c)命題は，任意の正方行列 AAAに対して成り立つ。

＊解答例を１週間後を目処にアップしますので参考にしてください。

＊講義の内容についての質問や講義に対する要望等があれば，メールに書いて送ってください。

メールアドレス：miyake@me.tut.ac.jp


